
 
 

 

 

 

 

 

            

 
  

個 性 
校長 石井 謙次 

 

Scene Ⅰ 

スイカを作るために畑を準備しなければならなかったのですが、そこに行儀よく並んで待っている玉

ねぎたちがまだ小さくてなかなか収穫できずにいました。今年は雨が多く、日照不足だったからでしょう

か、これ以上待てなくなって、仕方なく掘り返した玉ねぎはみんなピンポン玉よりも少し大きいくらい。

それでも普段お世話になっているので、地域のおばあさん（私にとっては母のような方ですが）へ届けに

行ってきました。 

「ねっこけめばかりで 恥じがましけどーが よかったら あがりやれ」不思議なことに島ことばが

自然と口に出てきました。（正しいかちょっと自信ないけど 汗） 

おばあさん、にっこり。私もニッコリ。なんだかいい感じ。 
 
Scene Ⅱ 

 雨降りばかりの６月、降ってなくても霧に包まれて白い中之郷。 

少し元気を分けてほしくて授業をのぞいてまわった。美術室では、民族特有の 

文様・デザインについて先生が説明しようとしているところだった。大型モニターにはアイヌの民族衣装

に描かれたアイヌらしい模様。先生はデザインだけでなく地名などからアイヌ語やアイヌ文化について

説明をした。それから話は沖縄の文様や文化に移り、、、生徒は初めて知る遠くの暮らしに驚いたり、八丈

の文化と比べて発見があったり、様々なことを知る若い喜びの表情にこちらも嬉しくなった。 

 アイヌ語…２０００年代には母語として話せる方はわずか５人にまで減ってしまったと聞いたことが

ある。様々な苦難の歴史を耐え忍び、若い世代が一生懸命に学び、繋いで、今も誇り高くアイヌの文化は

続き、ここ八丈の子供の心をつかむ。沖縄もまた壮絶な歴史の中、言葉と文化を守り、いまや自分たちの

宝として、魅力を発信している。 
 

Scene Ⅲ 

 「まっつぐ行って しだりに曲がると バス停だよ。」「あたしゃあ驚いたよ…」 

 祖父の話す言葉は、今思い返すと江戸言葉の最後の残り火だったんだと思う。 

爺ちゃん子の私にも多少その影響は残っていたのだろう。小学校は山の手の学校 

に通っていたので、家庭で使っている言葉を話すとよく笑われた。そのうち、仲間と同じ言葉を話し、自

分の言葉が自分の中にもまわりにも無くなった。東京弁。。。そんな言葉を初めて知ったのは大学の国語学

の授業のことだった。共通語（標準語）とは異なる言葉があって、武家を中心とした山手言葉と庶民の江

戸言葉が本来の東京の言葉であったのだと。祭りに行くとたまに高齢の方を見かける。そんなときはそっ

とその方のそばで耳を傾けて、本当の自分の言葉を探してみる。 

 

 一部週刊誌などで成績の付け方に実際と異なる記事を見かけました。通知表の成績は、テストだけで

なく、普段の授業が大きく加味されますが、発言の多さや宿題の提出そのものだけでなく、その内容を

充分に評価します。学習の定着を見て、次の学習に生かせるようにするためのものとご理解ください 

 

成績について知っておいていただきたいこと… 

 

八丈町立三原中学校 

 
令和 ６年７ 月１６日 令和 6 年度 第 号 

三原中だより 
  
 
学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.hachijomachi-tky.ed.jp/mihara-jhs/ 

＜教育目標＞ 
 

人間尊重の精神を貴重
とし、豊かな社会の形成
に貢献できる人間を育成
する。 

● やさしい人  

● たくましい人 

● よく学ぶ人 



 
 

 

バスケットボール部は、富士中学校と合同で品川区大会出場のため、 

              ６月に都内へ遠征に行って参りました。 

女子は、１・２回戦で勝利して３回戦へ出場し、品川区ベスト８という 

        結果でした。男子は、１・２・３回戦で勝利し、都大会出場をかけたリー 

グ戦に挑み、品川区３位という結果で幕を閉じることができました。 

勝ち進んで４週に渡る長期戦となって、度重なる往復で大変でしたが、 

生徒は、「チームのために声を出して応援できて良かった。」「気持ちの面 

で負けてしまっていた。次は勝つ気持ちをもって試合に挑みたい。」など 

と遠征を振り返り、手応えのある貴重な経験が積めたと思います。 

【バスケットボール部顧問】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

    ６月２５日（火）の５・６校時に八丈高校を訪問して、八丈 

高校についての説明を聞き、授業と施設の見学をしてきました。 

３年生は実際に足を運ぶことで、気付くことや感じたことがたくさんあ 

った様子でした。「日々の学習習慣の大切さ」「なんとなくで決めるのでは 

なく、自分の将来を考えて進路決定していく」など進路への意識が高まる 

様子が見られました。八丈高校の先生方も丁寧に説明をしてくださり、と 

ても良い時間になりました。        【３学年主任】 

 
 
 

６月２８日(金)２・３校時に、３年生で家庭科の保育園実習を行いました。 

生徒はそれぞれクラスに分かれて、園児と室内遊びを体験しました。生徒からは「保育園生がどのよ

うなことをして遊んでいるのかを知ることができた。もっと自信をもって子供に接していきたい。」、

「人見知りの幼児にはあえて声を掛けずに見守ることも大切だと分かった。 

ハキハキ大きな声で会話した方が伝わりやすいことを実感した。」などの感 

想があげられていました。 今回の経験を通して、生徒が自分の成長や自分 

の成長に関わってくださった方々への関心を深めてくれることを願います。 

今回ご協力いただいた、あおぞら保育園の園長先生をはじめとする職員の 

みなさま、ありがとうございました。            【家庭科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1回戦〔６／１(土)〕 男子 vs八潮学園 94-41 女子 vs荏原平塚学園 49-33 

2回戦〔６／２(日)〕 男子 vs伊藤学園 77-45 女子 vs文教大学付属中学校 122-3 

3回戦〔６／９(日)〕 男子 vs富士見台中学校 74-72 女子 vs荏原第五中学校 32-70 

男子・ベスト 4リーグ戦 第１試合〔６／１６(日)〕vs品川区立東海中学校 62-67 

第２試合〔６／２２(土)〕vs品川区立荏原第一中学校 52-87 

第３試合〔６／２３(日)〕vs品川区立豊葉の杜学園 82-63 
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結
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６月２８日（金）５校時に小中交流会を 

行い、三原中学校の生徒会本部役員と三原 

小学校の児童会の生徒が協力して企画し、 

体育館でレクリエーションを通して交流を 

深めました。前半は「服の色」や「名前の 

文字数」など、お題に沿った人たちでグループを 

つくる遊びです。積極的に周りに声を掛け、同じ 

グループの仲間で素早く集まっていました。後半 

はＳＤＧｓの１７個の目標をカードにして校内に 

隠し、それをグループで探しに行く「ＳＤＧｓ宝 

探し」をしました。中学生が、三原学園の先輩と 

して優しくみんなを誘導しながら宝探しを楽しむ 

姿を見てとても微笑ましくなりました。これから 

もずっと仲良く、協力して三原学園を盛り上げて 

いきましょう。   【生活指導部：鈴木 伶爾】 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心の教育 

 

 

            ７月１１日(木)の５・６校時に、地域 

への貢献と、日頃からお世話になっている方々への感謝の気持ち 

をもつことをねらいとして、中之郷「やすらぎの湯」で奉仕活動 

を行いました。はじめに「やすらぎの湯」の方から清掃のレクチ 

ャーを受けました。その説明の最後に「誰かのために何かをする 

ことは、結局自分が幸せになるということを今回の活動が終わる 

ときに感じられると思います。」というお言葉がありました。 

普段手の届かない所を担当する生徒、タイルの目地をじっくり擦る生徒、それぞれ 

自分の力が発揮できる場所で朗らかに清掃に取り組みました。 

終了後、温泉の方から労って 

いただき、どの生徒からも奉仕 

することで得られる「幸せ」の 

意味が少しわかったような表情 

が見られました。これからどん 

どん地域に出ていきます！ 

   【学校長：石井 謙次】 

 

 

 

７月１０日（水）の６校時に、全学年合同の道徳授業を行いました。 

テーマは「いじめのない集団」でした。「いじめを見て見ぬふりをする人は

どれくらい悪いと思いますか？」、「三原中のような小さな学校にもいじめは起

きると思いますか？」などいじめに対する考え方についてアンケートをとり、

その結果をもとに考えたことを話し合います。忌憚のない素直な意見が飛び交

い、予想以上に白熱した話し合いをする姿に感動しました。いじめは絶対にあ

ってはならない行為。その意識を全員がもち、いじめの 

ない集団であるためにどのようなことに気を付けて過ごすべきか 

考える良い時間となりました。          【道徳担当】 

 

      

 

 



 
 

 

夏休み明けの９月７日（土）、意見発表会を行います。 

令和６年度意見発表会のスローガンは、全校生徒から出された案をもとに文化行事実行委員会が検討

した結果、「ミライ ～22 色
しょく

の念
おも

いを描
えが

け～」に決まりました。 

「念
おも

い」という言葉には、「信念」や「理念」という意味が込められています。未来に対する漠然とし

た「思い」ではなく、生徒一人一人の心の中にある、強くて熱い「念
おも

い」を発表します。 

現在、発表原稿の作成をしているところです。自分の考えや思いがよりよく伝わる発表ができるよう

に、ご家庭でも温かい励ましとご支援をよろしくお願いします。         【文化行事担当】 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
日 月 火 水 木 金 土 

7月 28日 29 日 30 日 31 日 8月 1日 2日 3日 

4日 

 

5 日 

学校閉庁日 

6 日 

学校閉庁日 

7日 

学校閉庁日 

8日 

学校閉庁日 

9日 

学校閉庁日 

10 日 

 

11 日 

山の日 

12 日 

振替休業日 

13 日 14 日 15 日 16 日 17 日 

18 日 19 日 20 日 21 日 22 日 23 日 24 日 

芝生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

25 日 

 

26 日 

記録会練習 

27 日 

記録会練習 

28 日 

記録会練習 

29 日 

記録会練習 

30 日 

 

31 日 

夏季休業日終 

9月 1日 

P連ソフト・ 

バレー大会 

2 日 

始業式 安全指導 

生徒会選挙公示 

職員会議 

3 日 

避難訓練 

4日  

専門委員会 

5日 

意見発表会ﾘﾊｰｻﾙ 

   （体育館） 

試験範囲表配布 

6日 SC 

 

 

7日 

意見発表会 

(おじゃれホール) 

8日 

（八高祭） 

9 日  

朝のつどい 

 

10 日  

選挙管理委員会 

11 日 

ミニ記録会 

小中会 

社協学習教室 

12 日 

 

13 日 SC 

ミニ記録会予備日 

 

14 日 

校庭整備 

15 日 16 日 

敬老の日 

 

17 日  

体育行事前健診 

18 日  

職員会議 

社協学習教室 

19 日 

中間考査 

 

20 日 SC 

中間考査 

21 日 

 

22 日 

秋分の日 

 

23 日  

振替休日 

24 日  

生徒会役員選挙ﾘﾊｰｻﾙ 

選挙管理委員会 

授業改善プラン開示 

25 日 

研修会 

社協学習教室 

26 日 

生徒会役員選挙 

選挙管理委員会 

27 日 SC 

英検(１次) 

28 日 

芝生ボランティア 

29 日 30 日  

運動会係会議 

 

10 月 1 日  

都民の日 

朝礼 

2 日 

専門委員会 

3 日 

 

4 日 SC 

記録会前日準備 

記録会係会 

5 日 

陸上競技記録会 

(三原中学校) 

＊ SC：スクールカウンセラーの勤務日 
 

お子様の様子が気になるときは学校へご相談ください。（学校７－００５７） 

学校閉庁期間中に学校に連絡がつかない場合は、八丈町教育委員会（２－７０７１）にご連絡ください。 

〈学校以外の相談窓口〉 

☆八丈町教育相談室(2-0591)        ☆東京都いじめ相談ホットライン(03-5331-8288) 

☆東京都教育相談センター(03-3360-8008)    ☆東京都児童相談センター(03-3202-4152) 
   

      

 

 

〈 令和６年度意見発表会 〉  

※詳細は別紙プログラムでご確認ください。 
 
日時 令和６年９月７日（土）  

開場８：１５  

開会８：３０  

閉会１１：５５（予定） 

場所 八丈町多目的ホール「おじゃれ」 

 

〈８・９月の主な行事予定〉 


